













































































(3) 低温強磁場中における折り曲げグラフェンの電気伝導  
 強磁場中の 2 次元電子系は量子ホール効果をはじめとした多くの興味深い現象発現
の舞台である。この強磁場が空間的に激しく変化する状況での電気伝導を調べる目的
で実験を行った。実験方法は以下の通りである。銅箔上 CVD 単層グラフェンにネガ型











折り畳みグラフェン試料を 4.2K に冷却し、8.5T までの磁場を加えて伝導測定を行っ
た。このとき，折り畳まれた上側のグラフェンと下側のグラフェンでは表裏が入れ替
わるため、電子の軌道運動に対する実効的な磁場は反転することになる。実験では約














































(2) 層状高温超伝導体 BSCCO 薄膜の超伝導探索 
昨年度に引き続き、層状高温超伝導体 Bi2212 を劈開法によって薄膜化した試料の超
伝導転移の観測を試みたが、様々な構造を持つ試料のすべてで、絶縁体的な振舞いが
見られた。バルク試料の測定において、115 K、80 K における抵抗の跳びと低温におけ
る絶縁体的振舞いが見られたことから、用いた結晶には Bi2223 相、Bi2212 相、絶縁相
が混在していることがわかった。劈開法で、絶縁相が選択的に得られると推察される。  
 













させると、ヘリウム４（4He）薄膜の場合には、図４に示すような domain wall 構造をとると考えら
れている。 
4He 単原子層薄膜に少量の 3He を溶解させた系の熱容量測定において、従来固相と考え
られていた、√3 × √3相より高い面密度領域で、有限の熱容量が観測され、さらに、
honeycomb domain wall 構造が期待される面密度領域では、温度の自乗に比例する熱容量
が観測された。ここで観測される熱容量は主に 3He の運動によるものであるが、4He 単原子層
薄膜が融解していても固化していても、観測された熱容量は説明できない。我々は、domain 
wall 内のみが流動性を示し、3He 原子はこの中を運動する可能性を指摘している。striped 





本年度は、domain wall の流動性について、より直接的な証拠を得ることを目的に、4He 単




叉型水晶振動子の先端に graphite を取り付け、ここに 4He を吸着させ、共鳴周波数と共鳴
線幅を測定する手法である。例えば、超流動などにより吸着した 4He が振動子から decouple 
すると、軽くなる分だけ共鳴周波数が高くなる。測定結果を図５に示す。1 K 以上の温度域で
急激な温度変化が観測されているが、これは bare graphite でも観測される background の変
化である。 
面密度を増すと約 7 nm−2あたり 0.1 Hz 共鳴周波数が減少することが期待されるが、400 
mK 以上の温度領域では面密度に依らず、ほぼ同じ温度依存性を示している。これは、吸着
系で観測される「スリップ」と呼ばれる、降温による摩擦の減少に伴う decouple 現象で説明され
















(a)                                (b) 
 
図４.  (a) striped domain wall 構造 と (b) honeycomb domain wall 構造。複数の
√3 × √3相が隣接した構造であり、境界部である domain wall（図中青太線）では
面密度が高く、ヘリウム原子は安定サイトからずれて吸着する。  
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が生じ、正味の decouple が消失し、共鳴周波数が下がるとして説明できる。即ち、domain 
wall が流動性を有するとの仮説は、動的応答測定からも強く示唆される。 
さらに温度を下げると再び共鳴周波数が増大している。これは、ヘリウム薄膜全体が
graphite 基盤から再び decouple したことを示す。domain wall 構造の消失や、薄膜全体が流
体となり超流動転移している可能性も指摘できるが、このような低温で構造が変化することは
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